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第 7 回 薬剤師が知っておきたい成人を対象としたワクチンの知識  

 正解と解説  

A1   （3）  

＊COVID-19 は、高齢者や基礎疾患を有する患者を中心に重症化し、急性呼吸窮迫症候群  

(ARDS) を合併することにより致死的な経過を辿る。 

A2   （1）  

＊COVID-19 に対するワクチンは、SARS-CoV-2 のウイルス表面に存在し、宿主のアンギオ

テンシン転換酵素 2 (ACE2) 受容体に結合するスパイク蛋白をターゲットに作られたものが

主流である。  

A3   （4）  

＊ファイザー社製ワクチンとモデルナ社製ワクチンはいずれもオミクロン株対応 1 価ワクチ

ン (XBB.1.5) である。いずれも筋肉注射で投与する。 

A4   （2）  

＊生後 6 ヵ月から 5 歳児の追加接種は、前回まで接種したワクチンの種類に関わらず、ファ

イザー社製（６ヵ月～４歳用）を用いる。 

A5   （2）  

＊ファイザー社製の方がモデルナ社製より若干副反応の割合は低い。  

A6   （3）  

＊潜伏期間は 1～4 日  (平均 2 日 ) で、急激な発熱、乾性咳嗽、筋肉痛を呈し、40℃以上の

高熱を認めることもある。 

A7   （2）  

＊以前は、ワクチンの製造過程で卵白成分が使用されていたことから、卵アレルギーを有す

る者は接種できなかった。  

A8   （1）  

＊日本で一般的に用いられるインフルエンザワクチンは、不活化ワクチンで、10 月後半から

11 月頃に接種が勧められる。接種は皮下注射で行われる。 

A9   （3）  

＊菌体の表面に複合多糖体で構成された莢膜を有し、この莢膜の抗原性により血清型が決め

られている。肺炎球菌の血清型は 95 種類以上同定されているが、重篤な感染症を生じる血清

型はその一部である。  

A10   （3）  

＊PCV は、PPSV 同様、莢膜多糖体から構成されているが、多糖体にキャリアタンパクを結

合させたものである。ジフテリアトキシンを遺伝的に組み替えて毒性を消失させた蛋白が一

般的に用いられている。  
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A11   （4）  

＊肺炎球菌ワクチンによって誘導された免疫反応は経年的に減少する。PPSV23 については

5 年以上間隔をあけての再接種が推奨されるが、現時点で再接種は任意接種であり、公的な

補助は受けられない。  

A12   （2）  

＊水痘・帯状疱疹ウイルスは神経節に潜伏することから、片側性の帯状に広がる水疱形成を

伴う紅斑と疼痛が特徴的である。  

A13   （1）  

＊帯状疱疹による疼痛が長期に渡って残存するものは帯状疱疹後神経痛  (PNH) と呼ばれ、

PNH についても年齢が上がるにつれて罹患率が高くなり、50 歳以上では帯状疱疹の約 2 割

が PNH へ移行する。  

A14   （1）  

＊Respiratory syncytial virus (RSV) は、呼吸器感染症を引き起こすウイルスの一つで、乳

幼児においては細気管支炎や肺炎を合併し重篤になりうる。 

A15   （2）  

＊免疫が不十分な妊娠 20 週頃までの妊婦が感染した場合には、児が先天性風疹症候群を発

症する可能性が高くなる。先天性風疹症候群は、難聴・白内障・先天性心疾患を特徴とする。  

A16   （4）  

＊ガーダシルは、さらに、尖圭コンジローマと関連している 6 型、11 型の感染も防ぐことが

できる。  

A17   （4）  

＊慢性疼痛診療ガイドラインにおいて、針灸治療およびマッサージは慢性疼痛に対して有用

であると考えられる。  

A18   （1）  

＊施設に入所しているかた等が帰りたいと訴えている利用者さんに「今日は帰れませんよ」

とか「もうここが家です」など、帰ることを否定するような声かけは NG である。  

A19   （4）  

＊高齢者における栄養食事指導においては、本人の栄養摂取行動を変えることよりも、適切

な栄養摂取が可能な環境を整えること、栄養補助食品などで不足した栄養を補うことをまず

考える。  

A20   （1）  

＊在宅栄養専門管理栄養士は自宅にて医療や介護のケアを受ける人やその家族に対し、病状

や栄養状態に合った栄養や食事のとり方の指導を行う管理栄養士のことである。  


